
90ﾟ

135ﾟ

180ﾟ

（片持スラブの上端筋の先端、壁の自由端に用いる

　先端及び補助筋の先端は余長４ｄ　以上で良い）

4340
D38D35

3633282521181411
D32D29D25D22D19D16D13D10呼び径ｄ

最外径Ｄ

数値とする。
本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた

特記なき場合は、本標準図に従うものとする。
又、本標準図に明記なき場合は、ＪＡＳＳ５及び
鉄筋コンクリート配筋指針による。

（単位　ｍｍ）

・フックのない場合
・フックのある場合
・本数に差がある場合
・圧接継手表示

・

鉄筋末端部

鉄筋中間部

スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。

梁 柱

Ｌ

Ｌ

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

／＼ ○／ ● ○ ・○ ○／＼ ◎ ○ ●・ ・・ ・

Ｌ

・機械継手表示

基礎小梁
基礎梁及び

定着及び継手
６－１

５－４

４－６

ｂ）片持梁の

４－５
鉄筋のフック
２－５

び重ね継手の
鉄筋の定着及
２－３

２－２

２－１

１－４

１－３

§１．一般事項
１－１

そ　の　他

基　　　礎

鉄　　　筋

記　　号

多い

少ない

Ｄｄ
余長

Ｄｄ

ｄ
Ｄ

余長

６ｄ以上

４ｄ以上

余長

８ｄ以上

SD295A

D19以上 4d以上

SD390

SD345

      5d以上

D16以下 3d以上

図
曲げ

角度
鉄筋の種類

（Ｄ）

折り曲げ内法直径

（１０ｄ）

（　）は梁の主筋の折り曲げ定着

図 鉄筋の種類

折り曲げ

内法直径

（Ｄ）

使用箇所に

よる呼称

径による

区分

曲げ

角度

90ﾟ
以下

ｄ
Ｄ

あばら筋

帯　　筋

柱､梁､壁

などの主筋

ス　ラ　ブ

基　礎　梁

SD295A

SD295A

SD390

SD345

SD345

D29以上

D16以下

D19以上

D16以下

D19～D25

8d以上

6d以上

4d以上

3d以上

鉄筋の

種　類

コンクリー

一般
重ね継手の

定着の長さ

トの設計

規準強度
長さ

小梁
片持スラブ（Ｎ／㎜２）

（Ｌ１） （Ｌ２）

SD295A

SD345

SD390

33,36
27,30

(27)
21,24

33,36
27,30

(27)
21,24

18
35dﾌｯｸ付

30dﾌｯｸ付

25dﾌｯｸ付

35dﾌｯｸ付

30dﾌｯｸ付

30dﾌｯｸ付

25dﾌｯｸ付

25dﾌｯｸ付

30dﾌｯｸ付

25dﾌｯｸ付

15dﾌｯｸ付

下端筋（Ｌ３）

25d又は 

45d又は 

40d又は 

45d又は 

40d又は 

40d又は 

40d又は 

150㎜以上
10dかつ

スラブ

コンクリートの割裂のおそれのある部分への定着はＬ１とする。

１．梁、柱の主筋の継手は原則として重ね継手としない。

　すること。
　重ね継手とする場合は構造計算によって継手長さを確認

２．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。

　の継手長さによる。

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い方の鉄筋

５．（　）内は軽量コンクリートの場合を示す。
　上端筋は２５ｄとする。

４．耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着（Ｌ２）、

６．軽微な箇所については、係員の承認を得て定着長さを
　２０ｄ程度とすることができる。

２．重ね継手　（下記のいずれかとする。）

３．Ｄ３５以上の継手は重ね継手としてはならない。

２－４

ｄｅ
ａ ａ

０．２ｄ以下
１．４ｄ以上 ｂ

１．１ｄ以上間隔：ａ≧４００ 間隔：ａ≧４００

１．溶接継手

ガス圧接

機械継手

かつｂ＋４０

Ｌ１ Ｌ１

１．５Ｌ１以上 約０．５Ｌ１

（溶接，機械接合等による）

５．溶接継手、機械継手の場合はメーカー仕様による。

４．溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋

　合は１サイズ迄とする。

　径の差はガス圧接の場合は２サイズ、突き合せ溶接の場

§２．共通事項

鉄　筋　の

鉄　筋　の

長　　　さ

表　示　記　号

折　り　曲　げ

継　手　一　般

片　持　梁

継　　　手

定　　　着

定　　　着

補　強　筋

基礎と基礎梁

８－４

打増し補強
８－３

土間コンクリ
８－２

８－１

７－４

継手及び定着
べた基礎
７－３

７－２
杭　基　礎

階　　　段

ート

増　築　予　定

・下記の１～７に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

　　　上図の○印の鉄筋の末端にはフックが必要。

鉄筋のあき
２－６ ・鉄筋のあきは、原則として下記による。

ａ

Ｄ Ｄ

　機械接合はカップラー径。

・鉄筋形が異なる場合は大きい方による。

１．（　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

かぶり厚さ
２－７

かぶり厚さ（ｍｍ）

屋外

屋内

屋外

屋内
土に接しない

土に接する

部分

屋根スラブ

柱

梁

仕上げあり 仕上げなし

30 (20)

50 (40)

50 (40)40 (30)

40 (30)30 (20)

30 (20)

40 (30)

50 (40)

40 (30)

50 (40)*

70 (60)*

部分

床スラブ

非耐力壁

耐　力　壁

擁　　　　壁

基礎　・　擁壁

柱･梁･床スラブ･耐力壁

のある場合とする。

２．「仕上げあり」とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上の

・帯筋の加工は下図による。

重ね継手溶接継手（機械接合）

主筋の定着
３－２

主筋の継手
３－１

３－３

§３．柱

帯　　　筋
副　帯　筋

３．＊印は、軽量コンクリートの場合で　１０ｍｍ増し

の値とする。

とする。

４．柱、梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の１．５倍以上

ho/4

ho/2

ho/4

ho

500 以上

a≧400

ho/4

ho/2

ho/4

ho

L1

約0.5L1

・ 印内に継手中心部を設けることを原則とする。

2巻き

150以上(水平長さ)

e/D>1/6

e/D≦1/6

e

D

D

・柱頭の四隅の鉄筋にはフ
　ックをつけること。
　ただし定着長さＬ２を確

　でない。

　保できる場合はこの限り
ho/2+D'以上

L2

ho

L2

ho

ho/2+D'以上

400以上

400以上

L2

400以上 L2

e

L2

柱径が異なる場合

・第一帯筋（Ｄ１３以上使用の事）は、梁面に入れ、
　その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

第１帯筋

直交梁

第１帯筋

交互配列

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

１３５゜フック

副帯筋

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

基礎梁

パネルゾーン部分は

割りフープでも可

※２

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ｐ

Ｐ

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

※１

◎　パネルゾーンの帯筋は設計図によるが、明記なき場

合は下記による。
※１．設計ピッチの１．５倍以下とする。３本掛け以

上の場合は同径同材質で□－＠１００以下とする。

※２．基礎部分は、同径で□－＠１５０以下とする。

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

部　　　位

Ｌ

Ｌ

⑥

あばら筋
副あばら筋

４－３

主筋の定着
４－２

主筋の継手
４－１

３－４
補　助　筋

１．末端は１．５巻以上の添巻きをし、６ｄ以上の余
　長を持つ曲げ角１３５゜のフックをつける。
２．重ね継手は重ね長さ５０ｄ以上とし、余長１２ｄ
　以上の曲げ角９０゜のフックをつける、または余長
　６ｄ以上の曲げ角度１３５゜のフックをつける。

スパイラル筋末端部 溶接の場合

６
ｄ
以
上

余
長

スパイラル筋中間部（重ね継手）

90ﾟﾌｯｸ余長

余長12d以上
90ﾟﾌｯｸ

50d以上

12d以上

の添巻
1.5巻以上

ｄ

６ｄ以上
余長

ｄ d
l

2d5d 2d

ｌ：片面溶接の場合

１０ｄ以上

両面溶接の場合

５ｄ以上

但し　Ｄ１６　以下

50d以上

135ﾟﾌｯｸ
余長 6d以上

d

　に割り付ける。

・補助筋はＤ１０を

　ピッチ６００以内

4d以上

つり筋

4d以上
2段配筋の場合巾止筋

4d以上

§４．梁

lo/4

・

L1

lo/4 lo/2 lo/4
L1

lo

Ｃ

２段筋

0.75D以上

D

D

L2

Ｕ字形定着

L1
L1

2巻き

L2

1/3以上定着

こえることを原則とする。

折り曲げ起点は柱中心線を

１０ｄ以上とする

（外柱では０．７５Ｄ以上）折曲げ長さは

外柱の下端筋は上向き定着が望ましい。

（水平に定着しても良い）

　柱面より５００以上はなすこと。

印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は、

D'以上
a1

a2

lo/4

L2

L2

a1/a2≦1/6

D'以上 Ｃ つり筋2-D13(束ね筋)以上とする

10d以上 lo/4 D'以上

a1
a2

a1/a2≦1/6一　般　階

最　上　階

梁成が異なる場合

L2*

e/D≦1/6
e

DD e/D>1/6

e

設計ピッチ以下

第一あばら筋

②① ③ ④

⑤ ⑧⑦

キャップタイ

6d
以
上

6d
以

上

pp

溶接

1/3bかつ
170以上

6d
以

上

6d以
上

8d以上6d以
上

※
30

〃〃〃〃〃

※　ねじれ応力を受ける腹筋は

腹筋

　限りでない。

　以上定着されている場合は、この

・余長　Ｄ＇　は構造計算によって

確認すれば、それによっても良い。

　定着すること。但し柱筋が梁にＬ２

・第一あばら筋は柱面に入れその間を

　設計ピッチ以下に割り付ける。

・あばら筋の加工は下図による。

・⑦⑧は梁成の大きい場合。

・⑥はピッチ２ｐで交互配置とする。

　②④⑥⑦は同時打込みのスラブ付の

　場合に限る。

・溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

・梁主筋は原則として通し筋とするが

　最上階上端筋は１／３以上柱内に

10d以上

10d以上

　　定着長さＬ２とする。

10d

8d
以

上

ｂ
6d

以
上

8
d以

上

8d以
上

2d

2d
L1

４－４
補　助　筋

巾止筋

つり筋

巾止筋

腹筋
受筋

D

D10 @1000以内で割り付ける｡

D10 @1000以内で割り付ける｡

1200≦D    D10@300以内
900≦D<1200  4-D10 (2段)

D<600  不要

※　柱面より梁成１．５Ｄの範囲は、１８０°又は

１３５°フックとする。

b

4d
以

上

4d以上
つり筋

4d以
上

腹　筋

受　筋

600≦D< 900  2-D10 (1段)

ａ）小　　梁

小梁及び

D
' D

Ｃ

lo/4 lo/4 lo/4
L1

lo/6 L1
lo

連続端（内端）不連続端（外端）

・
　梁面より５００以上はなすこと。

印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は

Ｃ
L2

10d以上

lo/6L3 lo/4
lo

D'以上D'以上

下向き･斜め可

斜め可

不連続端（外端） 連続端（内端）

・下端筋は水平定着でも可。上端筋に継手を設けない。

D'以上D'以上
lo/4

15d以上

元端先端

lo

25d以上

L22･lo/3

水平定着でも良い。

通し筋としても良い。

Ｌ

Ｌ

③　地反力（又は杭反力）を受ける場合

①　地反力を受けない場合は（４－５）による。
②　地反力を受ける場合。

ｂ）基礎小梁の

ａ）基礎梁の

継手及び定着

継手及び定着

梁の貫通補強
４－７

L1

LL

LL

D

②　地反力及び上載荷重を受けない場合

①　地反力を受けなく、床など上載荷重を受ける場合は

　　ＬＬ≧ｍｉｎ（Ｄ＇，Ｌ２）とする。

　　（４－１）（４－２）による。余長は

lo/4 lo/2
lo

lo/4

Ｃ

L1 L2

L2

10d以上

10d以上
LL

lo
lo/4 lo/2 lo/4

L1 L2

Ｃ

L2

※
L
2

Ｌ
L3

L2 L1
lo

連続端(内端)不連続端(外端)

※　設計者の判断による。

Ｃ

lo/6
LL

10d以上

10d以上

LL LL

LL
lo/4

・ 印内に継手中心部を設けること。但し溶接継手の場合は、

　柱面（基礎小梁の場合は、梁面）より５００以上はなすこと。

φ

L1

L1

斜筋

横筋

縦筋

あばら筋と同径、同数で＠１００以下とする。

D

・孔が複数の場合は中心間隔を、径

　（φ）の３倍以上とする。また位置

　はなし、梁成の中央Ｄ／２の範囲内と

　する。

　は原則として、柱面から梁成　Ｄ以上

・縦筋はあばら筋加工とする。

５－２

げ及び定着
鉄筋の折り曲
５－１

継　　　手

５－３
片　持　ち
ス　ラ　ブ

肩筋D13以上

15d以上

15d以上L2

L2

としない。

１．φが１００かつ　Ｄ／８　未満のとき補強を必要

外周部は１５０以上

折り曲げる

lx

Ｃ Ａ Ｃ

ＤＢ

Ａ

Ｄ

Ｃ Ｃ

lx/4
ly

lx/4

lx/4

lx/4

L3

肩筋D13以上

t

短辺・長辺方向 Ａ　　　Ｃ　　　Ｄ

Ａ　　　Ｂ　　　　

Ｂ　　　Ｄ　　　　

継手位置は原則として下表によが梁幅位置でも良い。

上　端　筋

下　端　筋

短　辺　方　向

長　辺　方　向

標　準　継　手　位　置

受筋D13

先端に荷重のある場合

下端筋は25d以上

L2
200以上

4
d

  かつl≦1.0m
0.3㎡<A≦1.0㎡

かつl≦0.6m
  A≦0.3㎡

開口補強 Ａ：開口面積

4-D13

4-D13

L2
L
2

L2L2 l

l

L2

L2
L2

6-D13

6-D13

L2

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

段違床 ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

t

S

各D13

かつスラブ厚以上
D13

（ダブル）

45
ﾟ

Ｓ＞ｔの場合は設計図による
L1

200
1,000
L2

D13
D10@200

スラブ筋と同径で１／２ピッチ以下（≒＠１００）

程度となる様に上端に補強筋をいれる

鉄筋による方法

溶接金網による方法

庇

補強範囲

1
50

0

1500

9
00

900

6φ@100
縦横共

§６．壁

屋上スラブ隅角補強

横筋

柱
L2

L1+50

※L2

同径・同ピッチと

する。

さし筋は、縦筋と

l 梁

D

縦筋

※L2

梁

同ピッチ

６－３
補　強　筋

・土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着はＬ２＊とする。

・定着長さはＬ２、及び継ぎ手長さはＬ１とする。

※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の外側にくる場合は、ｌ＝１５０

程度４５゜～９０゜折り曲げ定着長さはＤ／２以上かつＬ２とする。

（通し配筋の場合は不要）

標準壁リスト
６－２ 特記なき壁の配筋は下記による。

符号 壁厚
開口部補強筋

縦・横・斜筋共
縦筋・横筋

・ダブル配筋においては巾止筋は縦横共Ｄ１０＠１０００以内を

標準とする。

開口部

鉄筋による方法 溶接金網による方法

・斜筋は外側に配置する。

・壁筋を切断しない場合は、補強を要しない。

・※　斜筋を、縦・横補強筋でおきかえる場合は設計者の指示による。

※

6φ@100

L2

L2

2L2

L
2

L2

2L2

L2
300300

60
0

300

斜筋の代わりに溶接金網

６φ＠１００とする。

L2 L2

6
00

600

交差部

端部
耐震壁の場合はフックをつける

・開口補強筋はリストによる

シーリング材

完全スリットの場合

シーリング材
外部スリット

-D10

D10@400程度

2-D132-D13D13

4-D132-D13D13

継手L1 継手L1

定着L2

4-D13

150

100

150以上
120以下

t

Ｗ

Ｗ

t/2

t/2
Ｗ

t/2

ＧＬ

一面せん断型スリット一般的な場合

Ｗ：スリット幅（１５以上かつスリット長さの１／１００以上）

・立上がり部が、４０ｄ以上の場合は、フック不要

・１本杭で偏心していない場合は、立上がり筋不要

・※杭頭を切断した場合の補強は、設計者の指示による。

・杭頭補強筋は設計図による。

スタッド溶接

１０以上 １０以上打増し

4d以上

φ

4
0
d

既製コンクリート杭

1
0
0

D

3
0
0
以

上 2
0
d
以

上

D

Ｃ

９０゜フックも可

t

a1/a2≦l/6

a1

L2

継手位置（区分図は５－２項で上端筋と下端筋を読みかえる。）

梁巾とする。

L2

25
d以

上

l0/4

a2 20d以上

15d以上
肩筋（主筋の径以上）

D13@300ﾀﾞﾌﾞﾙ

ａ　隅角部

2
0d

L2

2-D16以上

L2
150以上

D13@300ﾀﾞﾌﾞﾙ
・補強部 の厚さは

§８．その他
片持階段

※壁配筋が片持荷重を

　受ける配筋がされて

　いる場合は不要。

下端筋定着

受筋D13

25d以上 t≧180

※補強筋D13以上(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

L
2

30
d以

上
50

d
以

上

3
0d

以
上

5
0d

以
上

主筋D13

D10
ｲﾅﾂﾞﾏ筋
D10@200

L1

t

30
0以

上

D13

15d
以上

ｲﾅﾂﾞﾏ筋D10@200

スラブ階段

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

L2

L2

L3 lo/4
lo

lo/2 lo/4

D10

D13

t

L1

t

20d
以上

300以上

D10@200
D10@200

D13@300
300以上

30
0
以

上

D13

D10@200 l=400

2t

D10

500以上

柱

準ずる
腹筋に

梁

補強筋 補強筋

補強筋

・補強筋（定着は２０ｄ以上）

t>300 設計図による｡
100<t≦200 D16 @300    200<t≦300 D16 @200
t≦50 補強なし       50<t≦100  D13 @300

tt
t

300以上

30
0
以

上

300以上

50

50
5
00

以
上

すべて定着する。

柱 梁

梁主筋は原則として

・ は打増し部分を示す。

500以上

壁スラブ

500以上 500以上通し配筋可

L1+50
L1+50

・原則として柱・梁の主筋は溶接継手とする。
（増築側の鉄筋は水平定着でも良い）

・ は、はつり部分を示す。

別途構造特記仕様書による。

ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５，ＳＤ３９０

のうち使用区分は、別途構造特記仕様書による。

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

ａ　・・　１．５ｄ以上

粗骨材の最大寸法

の１．２５倍以上

かつ２５以上

D
' D

・梁貫通孔は、梁成の１／３以下とする。

１．あばら筋及び帯筋　　２．煙突の鉄筋

４．単純梁の下端筋、片持ちスラブの上端筋の先端

５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

７．鉄骨柱の脚部の根巻コンクリートの四隅の鉄筋
８．鉄骨柱の脚部の認定柱脚に於ける主筋フックは不要

６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎や杭２本打以上の場合）

３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

別途構造リストによる。

DD'

２．補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

§５．スラブ

40d又は 

40d又は 

40d又は 

40d又は 

L2 L2

全て、使用材料・工法等について、同－仕様品による事。

７－１
独　立　基　礎

§７．基　礎
ＧＬ

但しかぶり厚さ５０

１０以上打増し

（軽量６０）の場合は不要

１０以上

15
0
50

25d 200 振れ止め筋
（溶融亜鉛メッキとし、養生材［ＰＶＣ］付き）

コンクリート
１－２

Ｆｃ＝１８，２１，２４，２７，３０　ｋＮ／ｍ㎡

のうち使用区分は、別途構造特記仕様書による。

コンクリートの打継面には　打継処理剤を施すこと。★
・継杭の必用な場合、特記なき限りアーク溶接にて継ぐ。

１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄筋コンクリート構造配筋標準図
A1:1/NOS
A3:1/NOS

-D13@200(共通)

Ｓ - ０１

（４－１，４－２）
※構造床部は

令和６年２月
西南出張所整備工事(建築工事)



１－１

１－２

２－１

２－２

３－１

３－２

３－３
形鋼のゲージ

４－１

４－３

５－１
継手リスト

５－２
仕口リスト

§４．溶接接合

４－２
突合せ溶接

６－１

８－１

８－２

７－１

§９．壁面ブレース
９－１

９－２

１０－２

１０－３

１０－４
壁筋の溶接

６－２

６－３

６－４
現場溶接継手

１０－１
§１０．その他

§１．一般事項

§３．ボルト接合
§５．継　手

§７．柱　脚

§６．柱梁接合部および継手

§８．床面ブレース

Ｗ１

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３ Ｗ４

Ｗ３

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ２

Ｗ２

Ｗ１
Ｗ１

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ４Ｗ１

Ｗ１

Ｗ２

・Ｗ１－５

Ｗ５

Ｗ４

Ｗ３

Ｗ２

・使用材料はすべて規格品とする。

・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

・本標準図における単位はすべてｍｍとする。

・ＡＢ

・ＢＰ

・ＣＰ

・ＦＰ

・ＨＴＢ

・ＴＢ

・

アンカーボルト

ベースプレート

カバープレート

フランジプレート

高力ボルト

ターンバックル

・ＢＨ

・ＣＨＰ

・ＦＢ

・ＧＰ

・ＳＰ

・ＷＰ

・

チェッカープレート

フラットバー

ガセットプレート

スプライスプレート

ウェブプレート

エンドタブ

・上図は手溶接の隅肉又は完全溶込みグループ溶接の場合を示す。

§２．共通事項

溶接記号（§４参照）

板厚の異なる場合

余盛

フィラープレート

ａ ａ

ａ－ａ断面

ｂ ｂ

通しＰ

通しＰ

ｂ－ｂ断面

ｇ

裏当て

Ｌ

裏当て

ｃ ｃ

ｇ

裏当て

ｃ－ｃ断面

Ａタイプ Ｂタイプ

ＡＢ

ＢＰＬ

Ａタイプ

Ｂタイプ

Ｓ
ＦＢ

Ｓ

Ｂ ＧＰ

Ｓ

Ａタイプ Ｂタイプ

組立てＨ形鋼

　但し、半自動溶接および自動溶接にて施工する場合は別途指示とする。

・ブレースの材質はすべてＳＳ４００とする。

・使用材料はすべて規格品とする。

継手・仕口のボルト本数は別図参照。

但し合成床版の

場合は標準図を

参照のこと。

・精度に関しては、ＪＡＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

座金厚さ

締め付け長さ

ナット高さ

ねじ山３以上（余長）

（ボルト長さ）
首下寸法

Ｓ
山形鋼

・ブレースの材質はすべてＳＳ４００とする。

Ａタイプ Ｂタイプ

Ｃタイプ

・壁面ブレースにならう（ＪＩＳ　規格品）

部分溶込み溶接

焼抜栓溶接　＠３００

Ｅタイプ Ｆタイプ

継手継手

Ｄタイプ

Ｂ１タイプ（剛接合）

Ｂ２タイプ（剛接合）

スカーラップ（改良スカーラップ）

ＳＴＫ４００，ＳＴＫ４９０，ＳＳＣ４００

ＳＴＫＲ４００，ＳＴＫＲ４９０，ＢＣＲ２９５，ＢＣＰ２３５，ＢＣＰ３２５

ＳＳ４００，ＳＮ４００，ＳＮ４９０

高力ボルト　Ｆ８Ｔ，Ｆ１０Ｔ，Ｓ１０Ｔ

のうち使用区分は、別途構造特記仕様書による。

締め付け長さに加え

る長さ

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｓ１０Ｔ

２５以上

３０以上

３５以上

４０以上

p

e2

pe1
pp

bbe1
bb

e2

呼　び　径

孔　　　径

ピッチ

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

45(60)40(55)40(50)40(40)

706060
26.024.022.018.0

p

40353025

60555040
60

e1
e2

g1 g2
B

g1A

g2 g2
B

g1
g3

A

B

**50**100**50

24
24
22
22
20
20
16

24
24
24
24
24
22
22
16
16

24
24
24
24
24
24
24
22
22
20
20
16
16

BBg1 g2 g1 g2 g3

55
50
45
40
40
35
30

100
90
80
75
70
65

90
70
40

140
140
150
150
120
105
90
75
60

400
350

250
200
175
150
125

90
70
55
40
35

60
60
55
50
50
55
50
45
40
40
35
35
30

200
175
150
130
125
100
90
80
75
70
65
60

*300

A or B 最大軸径 最大軸径 最大軸径

標　　　　準

最　　　　小

は　　し　　あ　　き

へ　　り　　あ　　き

t1

g=0
S

S

t2

1916149
t

6以下
S

t : t1とt2 の小さい方

＊　（クレーンガーダーの場合は３とする）

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

Ｒ１＝３５，　Ｒ２＝１０　を標準とする。

複合円は滑らかに仕上ること、

代替タブを採用する場合は溶接技量付加試験に合格した溶接工によること。

その長さｌは　３５　以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。

ｌ

Ｒ
１

Ｒ
２

FB-4.5 x 19

r

r

19以上

(MC-B1-B1)

(MC-BK-2)

(MC-BL-2)

(MC-BL-B1)

記　　　号 形　　　　状 適用板厚 寸　　　法

裏当て

裏はつり

裏はつり

裏当て

-5°
-5°

-5°

-5°

-5°45°

-2T
60°
45°

45°

35°

r

r

r

g

g

g

g

r
g

d1

d2

α1

α1

α1

α1
α2

t≦6

19<t≦32

6<t≦19

12<t≦32

6<t≦12α1

t

t=12以下は6

9以上
g

α1

g
r t

α1

α2
g d2

d1
t

g

t

A

p

g1

t22
t21

B

pe1 e1
l1

bbe1 e1
l1

B

g2

g1

g2

A a2
p

p

e1

e1

p

l2

e2

10e1

B

t1
t11 t11

t2

t2

a1

t21
t22

p

p

小梁ＷＰと同厚以上
小梁ＷＰと同厚以上

ＬＧＰ

ＬＧＰ

継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

ＦＰ．ＷＰ　面で段差が１をこえる場合は、

フィラープレートを入れる。

ＳＰ フィラープレート

１をこえる場合

Ｌ

p
e1

e1

Ａ２タイプ（ピン接合）

Ａ３タイプ（ピン接合）

Ａ１タイプ（ピン接合）
e110

e110

e1

e1

10e1

e1

e1

10e1

p
p10g1 e1

継手リストによる

30

or
Ｗ３

Ｗ１

Ｗ３
or

スカーラップ

梁ＦＰと同厚以上

ＬＬ

内ダイヤフラムＰ

梁ＦＰと同厚以上

裏当て

柱ＦＰと同厚以上

スカーラップ

柱鋼管厚と同厚以上

裏当て

裏当て

梁ＦＰ

梁現場継手位置

継手リストによる

勾配が１／３をこえる場合は

補強プレート（点線）を入れる。

スカーラップ

Ｌ通しＰ

ＨＴＢ継手

柱現場継手位置

設計図書による。

柱ＦＰと同厚以上

ＦＰ　折曲げ規定

25

ＷＰＬ

25 25

5

１，０００前後

≧３０≧３

１

or

１，５００前後以下

5

or

30

Ｗ２

or

2525

or

or

or

100以上

Ｗ２

§４－３　による
柱ＦＰ現場溶接継手

設計図書による

柱溶接後切断

建方用ボルト

設計図書による

直交梁用水平スチフナー

梁ＦＰ現場溶接継手

継手リストによる

下向き溶接とする

・現場溶接を行う場合は係員の承認を得ること。

・パネルゾーン及び通しＰ　の材質は、特記なき限り、接続

　する柱及び梁と同材質とする。又、接続する柱及び梁の

　材質の異なる場合は、強度の大きい方の材質とする。

柱角形鋼管の場合柱Ｈ形鋼の場合

Ｗ２

30d

50

or

25

（後詰め工法）

すべて二重ナットとする

まんじゅう径２００程度

Ｄ１６を切断し天端をそろえる

ＢＰ

無収縮モルタル詰め

（全面塗り仕上工法）

余長はネジ山３以上

フック付きとする

ＡＢ
(SS400)

25

ｄ

・アンカーフレームを使用する場合は設計図書による。

・コンクリート表面のレイタンス等を取り除いた後、調合（容積比）

　セメント１：砂１の堅練りモルタルを平に塗り仕上げる。

・モルタルを後詰めする場合は空隙の出来ないように充填する。

アンカーボルトの施工に誤差がある場合

補強Ｐ　座金を兼ねる

ｔはＢＰ　厚の１／２以上かつ６以上

30

ｔ

L-65 x 65 x 6
L-50 x 50 x 6 -

23
2

部　　材
Ｈ　Ｔ　Ｂ

Ｍ１６ Ｍ２０

ＪＩＳ規格品準拠

p

l2

e1
e1

l1

l2

10

HTB

10

8

85
85
75

40

10

6

FB- 9 x 77 x 270
FB- 9 x 77 x 230
FB- 9 x 67 x 205
FB- 6 x 52 x 170

6
55

    t x B x L l2l1

A
B

A
A
A

M24
M22
M20
M16
M12 FB-4.5x 40 x 135

1-M20

2-M20
1-M22

1-M12
1-M16

12

9
9
6

ｻｲｽﾞSｻｲｽﾞS

羽　　子　　板
溶　　　　接

ＦＢＧＰ ＧＰ
ＢＡＲ

部　材
タ
イ
プ

p
p

l2

e1

e1

(注)･ｻｲｽﾞS:GPL-6 は S=6, GPL-9 は S=8, GPL-12 は S=10
9
9
9
9

5

16

460
410

270
240

6

20
5
5

260
230
170
180
140
120

9
9

5
5

φ φ

5
4
5

20
20
20

16
16

5
4
5

20
20
20

16
16

nn l2 l2

L-100 x100 x10
L- 90 x 90 x10
L- 90 x 90 x 7
L- 75 x 75 x 9
L- 75 x 75 x 6
L- 65 x 65 x 6

2L-100 x100 x10
2L- 90 x 90 x10

2L- 75 x 75 x 9
2L- 90 x 90 x 7

2L- 75 x 75 x 6
2L- 65 x 65 x 6

12

12
12
12

9
9

部　　材
ＨＴＢ ＨＴＢ溶接 溶接

部　　材 ＧＰＧＰ

（注）９－２の点線は第１ボルトから軸線より３０゜の範囲を示す。

P=50

Ｌ ＬＰ　厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）

Ｌ ＬＰ　厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）ＬＰ　厚さはＷＰ　厚さの０．５以上（両面）Ｌ

3φ以上

(0.2H<φ≦0.28H)
2φ かつ 100+φ

2φ かつ 100+φ
(0.1H<φ≦0.2H)(φ≦0.1H)

H

W3 or W4

45°以上

H

to

(0.28H<φ≦0.4H)
2φ かつ 100+φ

H

(0.4H<φ≦0.5H)

H

H3φ

φ

3φ

1.5to

30

鋼管 (t=≧tw/2)

1/4H
1/2H
1/4H

50 以上
50 以上

ﾃﾞｯｷ受け FB-65 x 9

２ＰＬ（設計図による）
Ｂタイプ　不要

Ｃタイプ　片面

Ｄタイプ　片面

鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは

・スリーブは梁成の中央１／２の範囲とする。

・貫通孔を設ける範囲は右図ハッチ部分とする。

・これ以外の場合は構造設計者指示による。

　０．５Ｈ以下とし、そのピッチは３．０φ以上とする。

・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

H

d

P1 P1

ｱｰｸｽﾀｯﾄﾞ溶接

h

d≦2.5t
e≧404.0d≦h

5.0d≦P2

a1≧40
a2≧100

h,P1,P2は設計図書による｡
7.5d≦P1≦600

a2

a1
d

t

a1

a2

ee p2

5d

FB-6 x 65

D13以下

15

50
65

ｻｲｽﾞ0.5d

d

軽微なＲＣ壁の場合

溶接間隔は

壁筋間隔以下、

ブロック壁の場合溶接長さは５０ｍｍ以上

t

or

or

or

a>10*

2.5 以上
1

a≦10*

10p 10bb

7+2(-2)
2+1(-2)

9+2(-2)
2+1(-2)

0+2(-0)
2+2(-2)

0+4(-0)

2+2(-2)
1/3(t-r)

2/3(t-r)

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

＊Ｂ＝　３００　は千鳥打ちとする。

＊＊印の欄のｇおよび最大軸径の値は強度上支障がないとき

　　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダー掛け、スプライスプレートに於いてはショット掛けを

　　行い、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。

・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合をしめす。

余盛

脚長（Ｓ）

（０．１Ｓ＋１）以下

０≦Ｓ′－Ｓ≦３

Ｓ′＝実際サイズ

Ｓ　＝設計サイズ

・ボルト接合面の処理

・ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ（トルシア形高力ボルト）を使用し、スベリ係数は０．４５とする。

そ　の　他

略　　　号

そ　の　他

Ｈ　Ｔ　Ｂ

ＨＴＢ　の
ピ　ッ　チ

山　形　鋼

丸　　　鋼

雑　仕　様

梁　通　し

柱　通　し

丸　　　鋼

山　形　鋼

デッキプレート

スタッドジベル

使　用　材　料

隅　肉　溶　接

開　先　形　状

柱　脚　ピ　ン

貫　通　補　強

Ｗ１

Ｗ１

※基本はＡ１及びＢ１タイプとする。

e1

e1

e1

e1

e1

Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

φ φ

φ

φ

12

8
8
10

8

10

75
85
95
105

55

315
315

Ｌ Ｌ

ＬＬ

Ｌ

8 12 14 1611
12

隅肉溶接
S以上

通常
スカラップ

スチフナー形状詳細

・ＤＩＡＰ 通しダイアフラムプレート

フィレット部と同アール加工とすることで、
スカラップを無くすことができる。

15以上

１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画

鉄　骨　構　造　工　作　標　準　図

鉄骨構造工作標準図

A3:1/NOS
A1:1/NOS

Ｓ - ０２
令和６年２月

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

西南出張所整備工事(建築工事)



耐火仕様の配筋

開口部補強案

「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

材料／コンクリート

材料／溶接金網・異形鉄筋

接　　　合

耐　　　火

特　　　記

アクセサリー

［ISO 9001認証取得］

焼抜き栓溶接

施工順序 敷　込　み

耐　火　仕　様

【単純支持合成スラブ】

【連続支持合成スラブ】

検　　　　査 (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

スラブの配筋

材料／デッキプレート

標　　準　　納　　ま　　り

設　　　　　　計

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」、（社）日本鉄鋼連盟

□ＧＫＸ-５０
□ＧＫＸ-７５ □1.6

□1.2

□1.6

□1.2
ＱＬデッキ　
□ＱＬ９９-５０

□ＱＬ９９-７５

ＱＬセルラー

デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

４
０

２
８

１８５

４     整　　形

（Ｄ１０－＠２００）
溶接金網又は異形鉄筋

（Ｄ１０－＠２００）

注2)

 □ 溶 接 金 網

 □ 異 形 鉄 筋

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

 その他：

□

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

 種  　　　     類

 □ 無    □ 有 

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）ｍｍ

2 設 計 基 準 強 度

□そ　　の　　他

 □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □指定なし

単　純　支　持

そ　　の　　他

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ａw ＝（　　　　）mm

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□無し(                                     )

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

大梁

大梁上 大梁上

Ａw

１.２　  　　　４,９００
板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

焼抜き栓溶接

フラッシング ハンガー金具

13
.5

Ｗ（１００～２５０） ２５

クローサー
（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]

敷込み仮止め溶接

墨　出　し

１）頭付きスタッド

（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（３）標準溶接条件：下表
（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ

アーク手溶接

（３）標準溶接条件

（１）溶接機

（２）溶接棒

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通コンクリート

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド
ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

コンクリート厚さ

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ

３
０

３０

５０

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

普通又は軽量コンクリート

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 鉄骨梁

１５０ ８５０

スパン スパン

端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火
FP120FL-9113

FP060FL-9101

FP120FL-9113

FP060FL-9101

床、２時間耐火

床、１時間耐火

FP120FL-9107

FP060FL-9095

床、２時間耐火

床、１時間耐火

２.７

　：支持スパン（ｍ）

柱廻りの補強例

大梁上の補強例

[2]施工上の留意点

[1]設計上の留意点

Ａ部

梁耐火被覆

壁

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｃ部

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ａ部

壁
コンクリート

５０ｍｍ以上

クローサー

溶接金網又は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

□事前検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

1) 検流計での計測

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

補強筋D10@200

400mm以上

柱

400mm以上ひび割れ

ＱＬデッキ

ひび割れ

補強筋(D13)

柱

ｄ部

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

１０１０
フラッシング耐火補強筋

ｃ部

普通コンクリート

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

１０

ＱＬデッキ

４
０

ｂ部

溶接金網又は異形鉄筋
普通コンクリート

３０３０耐火補強筋
ＱＬデッキ

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ａ部  左図円部詳細

３０

釘

３０

梁型枠

釘

クローサー
釘

ＱＬデッキ

ａ部

普通コンクリート

３０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

ＱＬデッキ

１５０
梁にのみ込み３０ｍｍ

クローサー

ｅ部  柱廻り（ａ－ａ断面）

柱型枠

フラッシング

 柱廻り納まりｅ部

梁幅

梁幅

ａ ａ

ＱＬデッキ

３０ｍｍのみ込み

１０ｍｍ以上

Ｂ部

コンクリート

梁耐火被覆

又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下
溶接金網

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

クローサー
ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｂ部

梁耐火被覆

梁耐火被覆用面戸

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

ｃ部

３０ｍｍ以上

 ブラケット支持

  A)開口間隔≧３×開口径

開口補強筋Ｄ１０

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

C)開口が連続している場合

2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

Ｌ

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

１）開口がφ１５０程度の場合

開口部

ｗ
開口補強筋Ｄ１０

ｗ

≧４０･Ｄ

Ｌ

開口補強筋Ｄ１０耐力補強筋

開口補強筋Ｄ１３

小梁補強

開口部

ｗ

Ｌ

３）ｗ＞600mmの場合

コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

Ｍ
ａt＝ 耐力補強筋

ｆt･ｊ

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：４５Ｄ以上

Ｄ部

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｄ部  梁との間に隙間がある場合

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

梁耐火被覆

又は打込み鋲

Ｆ部

（フラッシング）現場切断

φ４－１３　＠６００以下

Ｅ部

梁耐火被覆
クローサー

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

Ｇ部

柱

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

ＱＬデッキ横筋

Ｌ1

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上
φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

Ｌ2

３
０

耐火補強筋Ｄ１３

連続支持
合成スラブ

１５０ｍｍ以上

溶接金網又は異形鉄筋

耐火補強筋Ｄ１３

４
０

コンクリートのかぶり４０ｍｍ

スペーサー＠１.０ｍ以下

注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

Ｃ

外周部大梁

外
周

部
大

梁

開口部
Ｈ

小
梁 Ｂ

Ａ

大梁

ｃ

ａ

大
梁

小
梁

ｂ

大
梁

Ｄ
柱

ｄ
Ｅ

鉄骨梁

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

耐火補強筋

耐火補強筋

鉄筋コンクリート梁･鉄骨鉄筋コンクリート梁

１５０ １５０ＱＬデッキ(単純支持)

ＱＬデッキ(連続支持)

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

１５０

８５０

ＱＬデッキ

 支 保 工 有 無

スペーサー

Ｇ

Ｆ

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。
      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。

40
d

10
0m
m

開口部
１スパン

2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照
2

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下 注2)

2 注2)９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
２ 2

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
２ 2

交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

棒径４mmφのもの

右の１～４の順に行う。

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

 　　ように敷込む。（５０ｍｍ以上）
 ２）デッキプレートの溝部が各大梁上に乗る

 　　り幅は、５０ｍｍ 以上に敷込む。
 ３）デッキプレートの長さ方向の梁上のかか

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。
溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を １.２

１.６

 柱廻り

ＱＬデッキ

１５０

溶接金網敷込み

コンクリート打設

検　　査

３）焼抜き栓溶接
２）打込み鋲

DＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)
Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。
１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
ＱD

（ □１種　　□２種 ）

2

2

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

溶接金網又は異形鉄筋

2

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

ＳＲＣ梁

打込み鋲 ＠６００以下

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

アークスポット溶接 又は

耐火補強筋

ＱＬデッキ

部
開口

端部補強筋

耐火補強筋 Ｄ１３

溶接金網

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ

鉄骨梁
５０

合成スラブ
単純支持

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）
耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ2

200  　以下ｍｍ
50    以上ｍｍ

φ４－１３　＠６００以下

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

３.４

６～９未満　　 ３００～３２０   ３３～３５   ３.０～４.０×１度打ち
（ｍｍ）       （ｍｍ）         （Ａ）         （Ｖ）              （秒）

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

軽量コンクリート

普通コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）
溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

梁フランジ板厚　　　　　　溶 接 電 流
６mm以上     １９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７連　続　支　持

注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装

見なし、その開口部の大きさにより、
連続する開口の開口群(仮想開口)と

１５０  ８５０ ８５０  １５０

スパン                      スパン

スパン                      スパン

５０ｍｍ以上

ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

クローサー

この部分の小口は塞がない！

(単純支持)

耐火補強筋が必要。

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

Ｄ１３、長さ１.０ｍ

(連続支持)

ｅ

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

※ 2

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り

□無し

□焼抜き栓溶接       下記焼抜き栓溶接の項による

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）
　高さ確保用。）
（ワイヤーメッシュの（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

φ４－１３　＠６００以下
すみ肉溶接又はドリルねじ

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

ＱＬデッキ切断、柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

ＱＬデッキを切断

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

現場切断（ＱＬデッキ）

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

すみ肉溶接又はドリルねじ

 ＱＬデッキを連続にした場合

 ＱＬデッキを突き合わせた場合 外周梁 ＱＬデッキ幅方向

 ＱＬデッキを離した場合

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

QLデッキ板厚  梁フランジ板厚       電流           電圧            アークタイム溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、

QLデッキと梁との接合

 厚さ(QLデッキ山上)

亜鉛めっき Ｚ２７限定

QLデッキ受材

柱廻りＱＬデッキ切欠き

すみ肉溶接
又はドリルねじ

QLデッキ端部  小口塞ぎ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

納期が必要ですので
事前にご相談下さい。

□亜鉛めっき     　　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

１）頭付きスタッド

　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

２）打込み鋲 ３）焼抜き栓溶接
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

ａｄ又はａｔの大きい方
2

ｎ：ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１、ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３の耐火仕様で

　　　　　　（コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から　８０～９０ｍｍと厚くする。）

　　　　２）ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。（右図補強例参照）
　　　　１）小梁の剛性を大きくする。

　　　　３）スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

　　　　１）水セメント比を小さくする。

　　　　　　　高性能ＡＥ減水剤

　　　　５）打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

　　　　２）溶接金網の位置－かぶり厚さ３０ｍｍ－を確保する。（補強筋は溶接金網より下に配筋する）
　　　　３）コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
　　　　４）打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
　　　　　　直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

　　　　　　　単位水量　１７５リットル／ｍ　以下
　　　　　　　ベースコンクリートスランプ　１０ｃｍ　　スランプ　１５ｃｍ

３）　標準余盛り径　ＳＰＷ；１８ｍｍ以上　Ａ．Ｐ．Ｗ；２５ｍｍ±３
１）　溶接箇所の確認　　２）　焼き切れ、余盛り不足の有無

□溶接後の外観検査

　　アーク長さを約３ｍｍに保持し、１０ｍｍ程度の円を描いて１０秒間溶接

（１）ＱＬデッキ相互の嵌合状況　（２）溶接金網の敷込み状況　（３）開口部の補強状況
　２．ＣＯ＾ｄ２ガス流量：２０㍑／分以上

９以上        ３００～３２０   ３３～３５   ３.０～４.０×２度打ち
６～９未満      ３００～３２０   ３４～３６   ３.５～４.５×１度打ち

９以上        ３００～３２０   ３４～３６   ４.０～４.５×２度打ち

ＣＯ＾ｄ２アークスポット溶接自動焼抜き栓溶接［Ａ．Ｐ．Ｗ］

径１０㎜弱で＂の＂の字を描いてＱＬデッキを焼抜く。

ＱＬデッキに垂直にしてアークを発生させる。
ＱＬデッキを梁になじませ（隙間２ｍｍ以下）溶接棒を

２　ＱＬデッキ焼抜き

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

施
　
　
　
　
工

（ＡＰＷの場合　ＦＢ６５×９等）
ＱＬデッキ受材ＦＢ６５×６等

300

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

２スパン                               ２スパン

２スパン                     １スパン

１スパン           １スパン            １スパン           １スパン

コンクリート止め 木材等

ｗ

３

□打込み鋲           接合箇所は特記による
　ＪＩＳ Ｂ １１９８□頭付きスタッド    　　                  □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２　　各長さ・ピッチは特記による

　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。

　 　　日本ヒルティ(株)、　日本ドライブイット(株)
　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

Ｂ部・Ｈ部  ＱＬデッキを離した場合

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 　　　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

支　持　梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　 コンクリート：設計基準強度18N/mm 以上の普通コンクリート

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

□２０１１／１１／１６／Ａ２－ＤＸＦ／Ａ□

１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画
A3:1/NOS
A1:1/NOS

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準 Ｓ - ０３

株式会社
ＪＦＥ建材

令和６年２月
西南出張所整備工事(建築工事)



１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画
A3:1/NOS
A1:1/NOS

ベースパック柱脚工法　標準図 Ｓ - ０４
令和６年２月

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-18」（令和4年11月17日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(e
)

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約
３

０
ｍ

ｍ

1

3

1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法
１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

ベースパック柱脚工法　標準図
設計

施工

4

1

5

9

3

7

8

6

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

F値295N/mm 以下

●材質
SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

a2

d

注入口

t

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

a1

a2

45

42

42

35 45 18 37

３．５ 注入座金

c

ボルト孔

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710 ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

T(mm)
溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞
(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1
(-2,+2)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞
(-5,+∞)

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞
(-5,+∞)

許容差・記号+∞は制限無しを示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接2

40≦t≦50

50 ℃

予熱なし

32≦t＜40

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

SD295(D13,D16)

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

●形状

２

角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

50x

50

J
30

以
上

90
h寸

法

W

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

a

t

d

l1
l2

l3
l2

l1

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2

d

a

l1 l2 l3 l2 l1

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

50 50W65

50
50

W
65

50 50W

50
50

W

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

150以上

30
90

以
上

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm
g2

g1

t

t

9

g2

168

173

178113

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

iii) 特Cタイプ

50 50W

50
50

W

76

76

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

50

50x

W
J

30
以

上
90

h寸
法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

特C 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

２

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。
●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

下向き

下向き

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

適用板厚

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

普通コンクリートとし、設計基準強度

４．２【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】アンカーボルト（Mアンカーボルト）３．２

22

２

2

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

2 標準ﾌﾚｰﾑフープ筋 標準ﾌﾚｰﾑ

設計基準強度

標準ﾌﾚｰﾑ 立上り筋

アンカーボルト

クシート等により施工管理を行うものとする。

注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有
資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ

2023年9月作成

西南出張所整備工事(建築工事)



１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画

４ｍｍ以下のときは１層目を手溶接で行う。

＊ａは４ｍｍ以上とする。

７－６ｍｍ

２－３ｍｍ

Ｇ２より－２ｍｍ

ｔｃ
２０－２５

柱フランジ（コア部分）

通しダイアフラム

ｔｄ

Ｒ
柱フランジ

☆ 監理者と協議の上決定する事。第三者検査費用は，契約金額に含む事。第三者検査会社選択は，

溶接部及び接合部の　検査報告

仕口部分の開先要領

１

２

社内検査報告書には，溶接時のパス間温度と入熱量を記載する事。

下記の検査箇所の各項目は， 事。告示１４６４号２号イで定めた部位を検査し，許容値以内である事を記載する

数値で記載する事
仕口のずれ，食い違いは

オーバラップ，余盛，サイズ

ビート，ワレ，アンダーカット

突合せ溶接部

検　査　箇　所

＊＊　突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアルにより

発生した赤錆状態で，すべり係数が　０．４５　以上確保出来るものを

グラインダー掛け等を用いて除去した後，屋外に自然放置して

摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショツトブラスト，

高力ボルトは，「ＪＩＳ　Ｂ１１８６　の高力ボルト」を標準とする。

＊現場溶接部については，第三者による全数検査を行うこと。

補強を考え協議する事。＊＊

標準とし，目視により検査を行う。

第三者検査機関名

を，代行させる為に自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは，建築主，工事監理者又は工事施工者が，受入検査

超音波探傷試験

％％

％

１００

１００

１００

個個

個

第三者社　内

外観（目視）検査

マクロ試験・その他

備　　　　　考検　査　方　法

ＣＩＷ認定検査会社とする。（社内検査会社と同一は，不可）

ＪＡＳＳ　６－５．１３　による。

検査率　又は　検査数

（６）　防錆塗装

（５）　溶接及び接合部を検査し　工事監理者に報告すること。

（７）　耐火被覆の材料

以外の部分とする。錆止めペイントは，ＪＩＳ　Ｋ５６７４　２回塗りを標準とする

塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い，

防錆塗装の範囲は，高力ボルト接合の摩擦面　及び　コンクリートで被覆される

設ける場合は設計者の承認を得ること。

管の間隔を２５ｃｍ以上とする。

特記以外の梁貫通孔は，原則として設けない。

床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

設備関係６

梁フランジ

Ｒ
ｔｆ

ｒ

θ Ｇ

Ｇ

２

２

θ

ａ

基本事項

共通事項

Ｇ２

Ｔｆ

Ｔｆ≧６

Ｇ２＝６ θ＝

≧

＝

１２

９ θ＝

４５

３５

°

°

ｔｄ＝３＋ｔｆ＋３

梁フランジ

ｔｄ＝ｔｆ

Ｇ

Ｒ

コラム内側

内ダイヤフラム

θＧ

ｒ

ｔ
ｆ

ブラケット側
θ

ｔｃ
柱フランジ（コア部分）

２

２

ｔ
ｄ

Ｓ

ＳＳ

ｔ

１１

１０

１０

１２

９

８

８

７

６

５

５

４

３

１５

１２

１０

１１

１４

１３

１６

９

８

７

６

５

４

ｔ ｓ

ｔ≦１６隅肉溶接 １６＜ｔ隅肉溶接

２４

２１

１９

１５

１１

１３

１７

４０

３６

３２

１９

２２

２８

２５

ｓｔ

ｓ／２ ｓ／２

６
０

゜

Ｓ

ｔ

両面溶接　１９≦ｔ≦４０

ＳＳ

Ｄ

２

Ｄ

４
５

゜

ｔ　

ｔ／４≦Ｓ≦１０

Ｄ＝（ｔ－２）／２

４
５

゜

裏当て金の取り付け要領

長さ＝４０～６０ｃｍ程度とする

隅肉溶接　Ｓ＝４～６ｍｍ　，　１パス

５～１０

通し形裏当て金

裏当て金に取りつける

エンドタブ

５～１０

ｒ＝１０

ｒ＝１０

いるか検査する。締め付け後の検査は，各締め付け工法別に適切な締め付けが行われて

又，締め付けは原則として　２度締めとする。

締め付けの順序は部材が十分密着するよう注意して行う。

高力ボルトの締め付けに使用する機器は，よく調整された物を使用し，

コンクリート・型枠工事７

適用鋼材の引張強さ

　　　ｏｒ
　　　ｏｒ
ＹＧＷ－１１，１５

ワイヤの使用区分

溶接条件

４９０ ５２０

（Ｎ／ｍ㎡）（Ｎ／ｍ㎡）（Ｎ／ｍ㎡）

４００

（ＫＪ／ｃｍ）

入　熱 パス間温度

（゜Ｃ）

ＹＧＷ－１８，１９

ＹＧＷ－１１，１５
ＹＧＷ－１８，１９ ＹＧＷ－１８，１９

ＹＧＷ－１８，１９

ＹＧＷ－１８，１９≦３５０

≦２５０

≦１５０

１５　～　４０

１５　～　２０

１５　～　３０

３

２

１

は、平成１２年建設省告示第１３８８・１３８９号　各号に準ずる措置を講ずる事。

★

その他８

補修等必要な手当ては、協議の上決定し速やかに実行する事。

型枠取り外し後すぐにコンクリート躯体の外観検査を受ける事。

告示１４６４号２号イで定めた部位の検査で，許容値を越える部分が建方検査にて、

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告する

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

発見された場合には、速やかに補強方法を提示し承認を受け行使する事

ｺﾝｸﾘｰﾄ打継部分には　打継面処理材を使用し　止水処理を施すこと。

必 要 な 場 合 は 意 匠 図 の 特記 仕 様 書 に よ る 。

建築基準法施行令第１２９条の２の３（建築設備の構造強度）について

※監理者と協議の上、

第三者検査を省略する

ことも出来る。

A1:1/NOS
A3:1/NOS

特記仕様書

コンクリ－ト

１ 使用材料

１ ＪＡＳＳ ５ による＋　構造体強度補正値Ｓ２４　Ｎ／ｍ㎡　（＝Ｆｃ）

特記仕様書

２ 設計用長期地耐力

鉄　　骨

鉄　　筋

Ｄ１９以上　・・・　ＳＤ　３４５　

ＧＪＩＳ ３１１２

ＧＪＩＳ ３１１２継手ガス圧接 (超音波探傷試験)

使　用　箇　所鋼　材　種 ＪＩＳ規格等

ＳＳ４００，　ＳＳＣ４００，　ＳＴＫＲ４００，　ＢＣＲ２９５，　ＳＮ４９０Ｃ　下表による

ＧＪＩＳ

一般部

根切り底は係員の承認を得てから決定する。

※土間コンクリートひび割れ誘発目地等は、意匠図及び打ち合わせによる

土間２ ＪＡＳＳ ５ によるＴ＝１５０　タテヨコ　Ｄ１３－＠２００　シングルコンクリ－ト

ＪＡＳＳ ５ による３ １８　Ｎ／ｍ㎡

４

５

Ｓ - ０５

捨てコンクリート

Ｈ　Ｔ　Ｂ

ブレ－ス

ＪＩＳ Ｂ １１８６Ｆ１０Ｔ　ｏｒ　Ｓ１０Ｔ（国住指発　第２９４　号　ＭＢＬＴ－００５２［同等］）

ＪＩＳ　Ａ　５５４０　～　５５４１

ＳＮ４９０Ｃ Ｇ ３１３６ＪＩＳＴ≧１６　Ｃ柱の通しダイヤフラム

Ｃ型軽量形鋼

間柱用アンカ－ボルト

Ｃ　柱

ＳＳＣ４００

ＢＣＲ２９５

Ｃ柱以外の角形鋼管ＳＴＫＲ４００

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＪＩＳ

ＪＩＳ

ＪＩＳ

ＪＩＳ

３１３８

０１４１，０１４２ＭＳＴＬ－

３４６６

３３５０

円形鋼管

ＳＮＲ４００Ｂ

ＳＴＫ４００ ３４４４

断面性能は変わらなく、品質向上により可とする。

※鋼材種別について、その流通性等によりやむおえず変更する場合は、上位ランク（ＳＳ→ＳＮ，Ａ→Ｂ等）であれば、

６

７

ＧＪＩＳ

３１３６

３１３６ＳＮ４００Ｂ

突き合わせ溶接の無い重量形鋼（小梁・間柱）：その他一般鋼材

突き合わせ溶接の有るＨ型鋼 （大梁全域・片持ち梁・内ダイヤフラム）

（　）内は短期地耐力を示す。

２１　Ｎ／ｍ㎡

ＳＳ４００

その他の鉄骨は、鉄骨工事とする。

ＡＬＣ工事

間仕切用（Ｔ＝１００）

※　開口部補強　及び　取り付けアングル等は、ＡＬＣ工事とする。

《ＤＲ工法》

（工場にて２回塗りとする）錆止塗料 ＪＩＳ　Ｋ　５６７４　

ＢＡＳＥ：ＰＬ柱脚

柱　　脚 岡部または、旭化成ベ－スパック　使用　：　設計施工標準図　による。

下端モルタルは、無収縮モルタルとする。（Ｆｃ＝２４Ｎ／ｍｍ２）

アンカ－ボルトのセットには、フレ－ム組みをする事。

１０

１１

１２

（ＱＬデッキ設計施工標準図参照）Ｄ：ＰＬ ＱＬ－９９－５０－１２

コンクリ－ト　Ｆｃ＝２１　Ｎ／ｍ㎡ Ｔ＝８０　ワイヤーメッシュ　６￠－＠１５０Ｓ
タテ，ヨコ

ＪＩＳ Ｂ中ボルト Ｆ４Ｔ 強度区分（４．６） １１８０８

９

現場　タッチペイント

※メーカーによる責任施工とする事。

工事監理者

個

個

３０

１００

％

％

４

日本建築学会共通仕様書に依る

全ての工事は国土交通大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書［最新年版］及び、

３ 溶接加工業者は、　旧告示１１０３号　認定工場とするが、監理者と協議の上、同等と認めた場合は許容する。

５ 鉄骨工事

（１）　鉄骨工事は指示のない限り下記による。

（４）　接合部の溶接は　下記によること。

鋼材倶楽部　「　鉄骨工事施工指針　」

日本建築学会　「　ＪＡＳＳ　６　」　「　鉄骨工事技術指針　」

社内検査表

材料規格証明書原本　または　試験成績書

溶接材料 特殊ボルト高力ボルト

原品証明書　及び　使用鋼材証明書

工作図 施工計画書

鋼材

組立・開先検査現寸検査

鉄骨造建築物の溶接工事に関する指導指針（建築構造設計指針第１２章）

日本建築学会　「　溶接工作基準，同解説　１　～　９　」

建方検査製品検査

Ｍ

製作要領書製作工場

旧建設省告１１０３号による認定工場（大臣認定　　　グレード以上）資格（監理者と協議の上、同等と認めた場合も含む）

（２）　工事監督職員の承認を必要とするもの。

（３）　工事監督職員に　検査報告連絡し　現場指示を受けるもの。

その他監督職員の指示によるもの

Ｄ１６以下　・・・　ＳＤ　２９５

外 壁 用 （ Ｔ ＝ １ ０ ０ ） 　

深層混合処理構法による地盤改良による。

※ＤＰ塗装を行う部分の素地ごしらえは、Ｂ種ブラスト法による錆落しとする。

屋外階段部等の屋外露出部材はＤＰ塗装

Ｌｆａ＝　３００　ｋＮ／㎡　（Ｓｆａ＝　４５０ｋＮ／㎡）

ホースリフター部

※　土間コンクリ－ト下部及び埋め戻し土は、十分な転圧を施すこと。

Ｌｆａ＝　　８５　ｋＮ／㎡　（Ｓｆａ＝　１７０ｋＮ／㎡）

令和６年２月

なお、板厚６㎜未満で、ゆがみを誘発することが想定される場合は、監督職員と協議の上、Ｃ種とする

１３００　Ｎ／ｍ２　用　以上

意匠特記
による

西南出張所整備工事(建築工事)



１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画
A1:1/100
A3:1/200

ボーリング柱状図 Ｓ - ０６
令和６年２月

調 査 名 西南出張所地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.1 調査位置 三重県 四日市市 六名町 地内 北 緯 34°56′36.1″

発 注 機 関 三重県 四日市市 都市整備部 営繕工務課 調査期間 2023年 9月 19日 ～ 2023年 9月 21日 東 経 136°31′32.0″

調 査 業 者 名 主任技師
現    場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
85.05m

総 削 孔 長 14.50m

角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機 ワイビーエム製 YBM05DA-2型

エンジン ヤンマー製NF80型 ポ ン プ カノ製  V-6型
90°

0°水平

鉛
直

0°0°

90°上
下

180°

0°

北

180°

0°

90°270°

東

南

西

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

現

場

土

質

名

模

様

現

場

土

質

名

地
盤
材
料
の
工
学
的
分
類

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

地

質

時

代

名

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

標 準 貫 入 試 験

深度－Ｎ値図
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N

値

深

度

(m)

100mmごと
の打撃回数
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量

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

原

位

置

試

験

削

孔

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

84.15

83.25

82.05

79.25

77.80

77.45

76.35

75.80

75.35

73.25

71.15

70.55

0.90

1.80

3.00

5.80

7.25

7.60

8.70

9.25

9.70

11.80

13.90

14.50

盛土・玉石混
じり砂礫

礫混じり砂質
粘土

砂
混
じ
り
粘
土

粘

土

質

砂

礫

砂

礫

粗
砂

砂

質

シ

ル

ト

礫混じり砂

粘
土

玉

石

混

じ

り

砂

礫

粘

土

混

じ

り

砂

礫

礫混じり砂

暗

灰

暗

茶

灰

茶

褐

暗

黄

灰

暗

灰

暗

褐

灰

褐

灰

褐
灰

黄

褐

灰

褐

灰

黄
灰

褐

灰

暗

褐

灰

淡
黄
褐

rd4
～
rd5

rd5
～
rd4

rd3

rd3

rd5

rd4
～
rd5

rd4

rc3

rc2

rc3

rc5

玉石はφ100mm程度(最大長径130mm)数
個を手掘り掘削で確認
礫はφ50mm程度以下の亜角～亜円礫で
確認し、礫を多く混入
含水は中位

礫はφ30mm程度以下の亜角礫で確認
砂は細砂～粗砂が不均質に混入し、部
分的に礫混じり粘土質砂状
含水は中位

砂は細砂～粗砂が不均質に混入し、部
分的に砂を多く混入
含水は中位で粘性が強い

礫はφ50mm程度以下の角～亜角礫で確
認し、風化礫が混じる
砂は粗砂を主体とするが、部分的に細
砂を多く混入
粘土の混入が不均質であるが、4.0m以
深は概ね粘土分を多く混入
含水はPT(4)以浅が中位で、PT(5)が高
位

礫はφ30mm程度以下の角～亜角礫で確
認し、風化礫が混じる
砂は粗砂を主体とするが、部分的に細
砂を多く混入
含水は高位

粗砂を主体とするが、部分的に細砂を
若干多く混入
含水は高位

砂は細砂が主体で、不均質に混入し、
部分的にシルト質細砂状
含水は中位

礫はφ15mm程度以下の亜角礫で確認
砂は粗砂が主体
含水は高位

上部は粗砂を主体とした砂を少量混入
含水は中位

礫はφ30mm程度以下の角～亜角礫で確
認し、風化礫が混じる
コア長50mm程度(最大70mm)で玉石を確
認し、部分的に多く混入
砂は粗砂を主体とするが、部分的に細
砂を多く混入
全体的に礫，玉石を多く混入し、標準
貫入試験は礫打ちに近い状況となりN値
が非常に高い
PT(10)は、ほぼ貫入不能で試料が採取
できない為、試料ビンには掘削中に採
取した礫を詰めた
含水は高位

礫はφ20mm程度以下の角～亜角礫で確
認し、風化礫が混じる
砂は粗砂を主体とするが、部分的に細
砂を多く混入
部分的に粘土を多く混入
含水は高位

礫はφ20mm程度以下の角～円礫が点在
砂は粗砂を主体とするが、部分的に細
砂を多く混入
含水は中位
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

Ｆ１～Ｆ４ ＦＨ

登録番号:
地質調査技士

浅井義裕
第04959号登録番号:

地質調査技士

柳瀬敏彦
第04959号登録番号:

地質調査技士

柳瀬敏彦
第15167号登録番号:

地質調査技士

谷奥幸雄
059-331-7311電 話

東邦地水株式会社
第04959号登録番号:

地質調査技士

柳瀬敏彦
第04959号登録番号:

地質調査技士

柳瀬敏彦
第15167号登録番号:

地質調査技士

谷奥幸雄
059-331-7311電 話

東邦地水株式会社
第17545登録番号:

地質調査技士

浅井義裕

※支持地盤はＮ値32以上の地盤とする
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調 査 名 西南出張所地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.2 調査位置 三重県 四日市市 六名町 地内 北 緯 34°56′37.0″

発 注 機 関 三重県 四日市市 都市整備部 営繕工務課 調査期間 2023年 9月 21日 ～ 2023年 9月 26日 東 経 136°31′31.8″

調 査 業 者 名 主任技師
現    場
代 理 人
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礫はφ30mm程度以下の角礫が主体で、
最大でφ50mmを確認
土質は不均質で、粘土分の多い所と少
ない所がある
含水は中位

礫はφ30mm程度以下の亜角礫で確認
砂は細砂～粗砂が不均質に分布
含水は中位

礫はφ30mm程度以下の亜角～円礫で確
認し、風化礫が混じる
土質が不均質で、部分的に礫混じり砂
質粘土状
含水は中位

礫はφ30mm程度以下の亜角～円礫で確
認し、風化礫が混じる
PT(4)は粘土を若干多く混入
含水はPT(4)が中位で、PT(5)が高位

礫はφ30mm程度以下の角～亜円礫で確
認し、最大でコア長140mmの玉石を確認
玉石，礫を多量に混入し、礫を主体と
する
砂は粗砂を主体とするが、部分的に細
砂を多く混入
含水は中位～高位

礫はφ15mm程度以下の角～亜角礫で確
認
砂は粗砂を主体とするが、部分的に細
砂を多く混入
含水は中位

礫はφ40mm程度以下で確認し、風化礫
が混じる
全体的に礫を多く混入し、標準貫入試
験は礫打ちに近い状況となり
N値が非常に高い
砂は粗砂を主体とするが、部分的に細
砂を多く混入
含水は高位で、PT(10)は極高位

礫はφ30mm程度以下の角～亜円礫で確
認し、最大でコア長55mmの玉石を確認
礫を主体とし、標準貫入試験は礫打ち
に近い状況で、N値が非常に高い
含水は極高位

砂は微細砂～細砂が主体
PT(12)は薄層(5cm)のシルトを挟む
φ5mm以下の凝灰質シルト塊が点在
含水は中位

礫はφ20mm程度以下の亜角～亜円礫で
採取
砂は粗砂を主体とするが、部分的に細
砂を多く混入
含水は中位～高位
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ウルトラリキッドは固化材に対して0.1％～1.0％の割合で加える。

※固化材とウルトラリキッド添加量については、配合試験結果による。

＜6＞固化材液の配合

％(対固化材)ウルトラリキッド

固化材添加量 3kg/m

％水/固化材比

＜5＞室内配合強度

室内配合強度Xlは,配合強度Xfを現場/室内強度比αｆｔで除して、次式による。

（αｆｔ＝0.7）Xl=Xf/αｆｔ

＜4＞配合強度

3.160

2.240

2.140

変動係数Vc

2.0372.2652.4482.64935%

1.7921.8691.9612.0952.59730%

1.5941.6511.7191.8151.9182.16325%

９～7～84～6321採取ヶ所数　N

割増係数αｔは、合格率80％とした下表による。

αｔを用いて、次式による。　　Xf＝αｔ×Fc

配合強度Xfは、設計基準強度Fcと変動係数・採取ヶ所数により割増係数

＜3＞ウルトラリキッド（添加剤）

※使用する固化材は、六価クロム等の土壌環境基準に適合することを確認する。

を決定する。

以上の添加量にて室内配合試験を行い試験結果と配合強度を基に添加量

固化材の配合は、原則として、改良部分の検査対象土を採取し、３種類

＜2＞固化材

kN／㎡とする。コラムの設計基準強度はFc＝

＜1＞設計基準強度

§4.コラム仕様

の承認の上に変更することができる。

いて土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員

ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの配合等につ

コラム径、掘削深度（改良長+空堀長）、本数配置等は、設計図書による。

＜2＞設計変更

に精通したもので、ウルトラコラム工法協会に所属する指定施工会社とする。

本工事の施工業者は、地盤改良工法の施工技術及び計測装置の取扱い

＜1＞施工業者

§3.一般事項

また、事前にその証明書を管理者に提出し、認証を得ることとする。

性能認証委員会」にて証明された技術審査証明取得工法とする。

本工事工法は、攪拌能力・攪拌径・品質(変動係数)に対して「建築技術

§2.特記事項

の化学反応により所要の強度を持つ改良体を築造する工法である。

(十字型)を装着した攪拌装置を用いて、原地盤を機械的に混合攪拌し、固化材

本地業は、ウルトラコラム工法NEOによる、地盤改良地業であり、スラリー状

のセメント系固化材を地中に注入しながら、ウルトラコラム専用共回り防止翼

試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定とする。

1箇所以上とする。

合格判定係数　Ka

抜き取りヶ所数　N

XN　≧　XL ＝ Fc+Ka・σｄ＝Fc + Ka｛Fc・Vd/（1-1.3Vd）｝

　　を採取し、強度をその箇所の強度とする。

＜3＞ボーリングコア採取率　(連続性の確認）

⑤　トルク値またはオーガー電流値

④　掘進深度・速度及び引上げ深度・速度

③　オーガー回転数

②　ロッドの鉛直性

①　固化材スラリーの吐出量

※施工手順書に沿って次の仕様で行う。

箇所比低抗測定

検査数量は、１検査対象層群毎に１箇所以上かつ、50コラム毎に

方向の分布を測定する。

施工直後の改良体の攪拌混合状況を把握するために、比低抗の深度

＜5＞未固化改良体の比低抗測定

1.31.41.51.61.71.9＜2＞採取位置

９～7～84～6321

（合格判定係数）※全長コアは、１ｍ当り3個のコアを採取を標準とする。

　　変動係数、品質確認書より想定する。　Vd：※頭部コアは、１箇所当り３個のコア採取を標準とする。

　　標準偏差σｄ：箇所全長コア試験

　　合格判定係数Ka：箇所頭部コア試験
検査手法A

　　設計基準強度Fc：④調査ヶ所数（検査対象群に対して）

　　合格判定値XL：③検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。

　　Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値XN：    ）とする。

）であり設計対象層を（②検査対象層は（

   土層毎に検査対象層を決める。

合否の判定は設計対象層におけるNヶ所（抜取ヶ所数）の一軸圧縮①検査対象層群は、概ねコラム300本を1単位とし、層厚50cm以上の

③検査手法Aによる品質検査＜1＞調査ヶ所（検査対象層に対して）

②一軸圧縮試験は第三者で行うものとする。§6.品質管理

①設計対象層についての抜取ヶ所をNとする。１箇所あたり3個の供試体

＜4＞合否の判定

(塩ビ管などを代用する場合もある)系で85％以上とする。

以上とし、1ｍ当りのコア採取率は、砂質土系で、90％以上、粘性土

コア採取率は、全長に対して砂質土系で95％以上、粘性土系で90％

§5.施工管理§1.工法概容

（１）　ソイルセメントコラムの径・設計強度は本設計図とする。

（２）　コラムの数量表
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建屋本体 ホースリフター

１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画
A1:1/NOS
A3:1/NOS

令和６年２月
地盤改良　特記仕様書 Ｓ - ０７

7 15

地盤改良工法 （ウルトラコラム工法NEO：参考）　特記仕様書

§7.施工数量

3.35 3.35 3.35

2.05 2.05 1.55

※他工法を使用する場合には、仕様書及び工法の妥当性について監督職員の承認を得ること

西南出張所整備工事(建築工事)
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特記事項

地盤改良柱体コラム
（１０００φ）を示す。

地盤改良柱体コラム
（１３００φ）を示す。

ＳＣ　１　：　１００地盤改良柱体伏図

構造スラブ主筋方向を示す

排水溝位置を示す（意匠図参照）
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１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画
A1:1/100
A3:1/200

令和６年２月
地盤改良柱体伏図・基礎伏図 Ｓ - ０８

ボーリング調査位置　Ｎｏ１

（Ｔ．Ｐ．＝８５．０５ｍ）

ボーリング調査位置　Ｎｏ２

（Ｔ．Ｐ．＝８５．１６ｍ）
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西南出張所整備工事(建築工事)
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共通事項
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１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画
A1:1/100
A3:1/200

令和６年２月
R2階梁伏図・R1階梁伏図

ＳＣ　１　：　１００小庇レベル梁伏図

より下げる等の梁寸法を示す。
［　］内の数値は、Ｙ２通り大梁天端ライン
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西南出張所整備工事(建築工事)
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共通事項

特記なき、大梁の剛ＪＯＩＮＴ位置は、

柱面から５００とする。

※壁等の納まりにより変更は可とする。
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１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号
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樋口設計室
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Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画
A1:1/100
A3:1/200

令和６年２月
各通り軸組図・1 Ｓ - １０
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西南出張所整備工事(建築工事)
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▽ パラＴＯＰ・２

水　上▽

水　下△
Ｒ２梁上端面 3
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▽ パラＴＯＰ・２
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Ｒ２梁上端面
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ｊ ｊ

ｊ ｊ

ｊ ｊ

ｊ ｊ ｊ ｊ

ｊ
ｊ

ｊ ｊ ｊ ｊ

ｊ ｊ ｊ ｊ

Ｒ１Ｂ

Ｒ１Ｂ

Ｒ１Ｂ

ＢＲ２ ＢＲ２

ＢＲ２ ＢＲ２

ＢＲ２ ＢＲ２

ＢＲ２ ＢＲ２ｊ ｊ

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ１

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１

Ｐ１４ Ｐ１４ Ｐ１４ Ｐ１４ Ｐ１４

Ｐ

Ｐ

２０

２２

Ｐ２０

Ｗｇ１５０ Ｗｇ１５０

Ｗｇ１４Ｗｇ１４Ｗｇ１４Ｗｇ１４Ｗｇ１４Ｗｇ１４

3
8
0

4
,
6
0
0

8
3
0

9
7
0

Ｗｇ１９ Ｗｇ２２

Ｗｇ１５０ Ｗｇ１５０

1
2
2

Ｗｇ１９

Ｗｇ１４Ｗｇ１４

Ｐ Ｐ

階段束上げ材
階段部垂直ブレース

Ｃｇ５０

屋外階段

ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ

ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ ＦＢ

Ｆ１ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ１ Ｆ１ Ｆ Ｆ１

０２ ０２ ２ ２

２ ０３ ０３ ３ ２

０２ ０２ ３ ３ ２

２

1
9
5

4
,
5
9
5

Ｆｇ

22,800

12,700 10,100 12,700 10,100

Ｙ Ｙ Ｙ４２１ Ｙ Ｙ Ｙ４２１

80 80 80 80 80 80

4,320 4,230 4,150 5,180 4,920

Ｙ３

410
4,770

4,320 4,230 4,150 5,180 4,920

Ｙ３

22,800 1,150

地盤改良を示す

１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画
A1:1/100
A3:1/200

令和６年２月
各通り軸組図・2 Ｓ - １１

梁下に既製品庇取り付け補強プレート取り付け（形状等は意匠図に依る）

１９ １９

220
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700 11,300 700

3,900
400

7,000
150 150

3,700 4,700 4,300

3
,
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0

2
,
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西南出張所整備工事(建築工事)



Ｆ

ｙ

ｘ

Ｆ

ｙ

ｘ

０３０２

Ｆ２Ｆ Ｆ３１

▽ Ｇ　Ｌ

▽ Ｇ　Ｌ ▽ Ｇ　Ｌ

Ｆ４

　－　　Ｄ１３７

　
－
　
　
Ｄ
１
３

７

　
－
　
　
Ｄ
１
３

８
　－　　Ｄ１３８

　－　　Ｄ１３５

　
－
　
　
Ｄ
１
３

５

　－　　Ｄ１３６

　
－
　
　
Ｄ
１
３

６

　－　　Ｄ１３７

　
－
　
　
Ｄ
１
３

７

　－　　Ｄ１３８

　
－
　
　
Ｄ
１
３

８

タテ・ヨコ

はかま筋

Ｄ１３ ベ－ス筋と同ピッチ

ヨコ

２－Ｄ１３

地盤改良柱体を示す

砕石を示す

ｙ

ｘ

ｙ

ｘ

ｙ

ｘ

ｙ

ｘ

７
０

ＴＯＰ　ＨＯＯＰ　は　２丁掛ケ

共通事項
立ち上がり接続部分

ﾀﾃ･ﾖｺ　D13-@200

ＦＨ ホースリフター用柱（別図参照）

立ち上がり接続部分
ﾀﾃ･ﾖｺ　D13-@200

H-390×300×10×16

２－Ｄ１３
ヨコ

はかま筋

Ｄ１３ ベ－ス筋と同＠
タテ・ヨコ

地上ウインチ部基礎等配筋
ﾀﾃ･ﾖｺ　D13-@200 D

地上部コーナー面取り
（打ち合わせによる）

砕石を示す

ｙ

ｘ

　－　　Ｄ１３１７

　
－
　
　
Ｄ
１
３

１
５

６　　－　Ｍ２０ ２　　－　　９Ｈ　－　４００　×　２００　×　　８　×　１３ ２　　－　　９ ４　　－　Ｍ２０ ウェブ　Ｐ　＝　　６０

２　　－　　９６　　－　Ｍ２０Ｈ　－　５００　×　２００　×　１０　×　１６ ２　　－　１２ ５　　－　Ｍ２０ ウェブ　Ｐ　＝　　６０

□　－　２５０　×　２５０　×　１２

□　－　２５０　×　２５０　×　　９

設計・施工　標準図参照 最大旭　化　成　　ベ－スパック　２５　－　１２Ｖ

最大

ウェブ　Ｐ　＝　　８０１　　－　　９ ２　　－　Ｍ１６Ｈ　－　１９４　×　１５０　×　　６　×　　９

ウェブ　Ｐ　＝　　８０１　　－　　６ ２　　－　Ｍ１６Ｈ　－　２００　×　１００　×　　５　　×　８
５

ウェブ　Ｐ　＝　　６０１　　－　　９Ｈ　－　２５０　×　１２５　×　　６　×　　９

ｇ

ｇ

ｇ

２０

１９

２５

２Ｃ

Ｃ１

Ｇ１Ｒ１

ＧＲ２

ＢＲ１

ＢＲ２

鉄骨部材リスト

備　　考
Ｈ　Ｔ　Ｂ

ウ　ェ　ブ

Ｐ　　ＬＨ　Ｔ　ＢＰ　　Ｌ

フ　ラ　ン　ジ
断　面　寸　法符　　号

２ ２　　－　　９ ４　　－　Ｍ２０ ２　　－　　９ ２　　－　Ｍ２０Ｈ　－　２４４　×　１７５　×　　７　×　１１ ウェブ　Ｐ　＝　　６０Ｒ１Ｇ

１　　－　　９ ３　　－　Ｍ１６ ウェブ　Ｐ　＝　　６０Ｘ２通り端ピン接合

Ｈ　－　３００　×　１５０　×　　６　　×　９
５

１　　－　　９ ３　　－　Ｍ２０ ウェブ　Ｐ　＝　　８０ｇ３０

ウェブ　Ｐ　＝　　６０１　　－　　９ ３　　－　Ｍ１６

６　　－　Ｍ２０ ウェブ　：Ｄ　タイプ

Ｘ２通り端仕口

ＴＯＰフ－プは、２丁掛け

共通事項

Ａ　寸　法

フ　－　プ

ダイヤフ－プ

主　　　筋

主筋フック

断　面　図

柱　符　号

基礎立ち上がり

Ｄ１３　－　　＠１００

ｙ

×

無　し

　－　Ｄ１９１２

１５０

Ｃ１

Ａ寸法

立上り筋加工寸法

共通事項

水平部

ＴＯＰフープと地中梁主筋の位置

立上り筋

▼地中梁天端

別図設計図書に依る

地中梁主筋

地中梁主筋

＝
１

０
０

上側

下側

ダブル
ＴＯＰフープ筋

１５０以上

９
０

以
上

※トップフープはダブルとする

30

Ｄ１３　－　　＠１００

２００

ホースリフター柱用

　－　Ｄ１９１６

全　　数

ホースリフター用の全主筋はフック付き

Ｄ１３　－　　＠１００

１５０

Ｐ１５０

　－　Ｄ１９８

コーナーのみ

Ｐ１５０用立ち上がりｺｰﾅｰ主筋と

建て方後所定の位置に曲げ戻す

２
３
０

３
３
０

鉄骨柱
根巻部ＴＯＰ補強筋

Ｄ１３

根巻部帯筋
Ｄ１３－＠１００

Ｄ１３

根巻部ＴＯＰ補強筋

Ｄ１３－＠１００

根巻部帯筋

１
０
０▽

この本数

４
０
ｄ

Ｇ　Ｌ

立上り部主筋位置

６５０

６
５
０

（５００）

（
５
０
０
）

柱脚部根巻部コンクリート補強要領

巾止め筋は、Ｄ１０－＠１，０００とする。
地中梁リスト ＳＣ　１　：　５０

全　　　域

断　面　図

全　　　域

スタ－ラップ

下　端　筋

腹　　　筋

上　端　筋

位　　　置

符　　　号

Ｂ　×　Ｄ

　　－　　Ｄ１３２ 　　－　　Ｄ１３２

３　　－　　Ｄ２２

３　　－　　Ｄ２２

Ｄ －＠２００１３ Ｄ －＠２００１３

▽ Ｇ　Ｌ

　× ７００３５０

全　　　域

　　－　　Ｄ１３２

３　　－　　Ｄ２２

３　　－　　Ｄ２２

Ｄ －＠２００１３

　× ７００３５０

ＦＧ

柱列帯の配筋は，端部の配筋と同じとする。
スラブリスト

符　　　号 位　　　置 備　　考

四辺固定

スラブ厚

上　　端　　筋

下　　端　　筋

主筋・配力筋の配筋方向には，注意する事。

端　　　部 端　　　部中　　　央 中　　　央

ＦＳ ２００

短　辺　・　主　筋　方　向　（Ｘ方向） 長　辺　・　配力筋　方　向　（Ｙ方向）

ＦＢ

砕石を示す

２

　× ７００３５０

全　　　域

　　－　　Ｄ１３２

Ｄ －＠２００１３

Ｆｇ

▽ Ｇ　Ｌ

Ｄ１０－＠２００　Ｓ

タテ・ヨコ

▽

Ｄ１３

意
匠
図
に
よ
る

壁
　
芯▽ Ｇ　Ｌ

外部巾木

Ｌ
２

ａ
　

Ｌ２

Ｌ２　＝　３５ｄ

Ｌ
２

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

土間コンクリ－ト補強筋

▽ Ｇ　Ｌ

構造床廻りの地中梁上打ち増し補強筋

ＦＳ

打ち増し部

Ｄ１３－＠２００
打ち増し主筋 打ち増しＳＴＰ

打ち増し腹筋
２－Ｄ１３

３－Ｄ１６

Ｄ１３－＠２００
ヨコ

　×３００ ５００

３　　－　　Ｄ１９

３　　－　　Ｄ１９

Ｄ 　－　＠１３・１６ １７５

Ｄ 　－　＠１３ １７５

Ｄ 　－　＠１３・１６ １７５

Ｄ 　－　＠１３ １７５

ＳＣ　１　：　５０基礎リスト

ＦＢ

▽ Ｇ　Ｌ

Ｆ 内等、基礎内での地中梁主筋交差検証図

Ｆ Ｆ０３ ０２

直線定着でも可

Ｌ２
ＦＧ２

０２

ＦＧ１

Ｈ　－　１４８　×　１００　×　　６　×　　９

Ｈ　－　１９４　×　１５０　×　　６　×　　９

□　－　１５０　×　１５０　×　　６

Ｈ　－　２００　×　２００　×　　８　×　１２

ｇ１４Ｗ

ｇＷ

ｇＷ

ｇＷ

１５０

１９

２２

Ｈ　－　１４８　×　１００　×　　６　×　　９１４Ｐ

Ｈ　－　２００　×　１００　×　　５　　×　８
５

Ｈ　－　１９４　×　１５０　×　　６　×　　９

Ｈ　－　２００　×　２００　×　　８　×　１２

Ｐ

Ｐ

Ｐ

２０

１９

横　使　い

横　使　い

横　使　い

横　使　い

１　　－　　９ ２　　－　Ｍ１６ ウェブ　Ｐ　＝　　５０

ウェブ　Ｐ　＝　　８０１　　－　　９ ２　　－　Ｍ１６

ウェブ　Ｐ　＝　　８０１　　－　　９ ２　　－　Ｍ１６

２ＰＬ－６：中ボルト　２－Ｍ１６（ヌイツケ） 内部補強　 φ－２７．　×２．
２ ３

ＰＬ－９：　ＨＴＢ　２－Ｍ１６（ウェブ　Ｐ＝５０）

ＴＯＰ　ＰＬ－９：中ボルト　２－Ｍ１６（ル－ズ孔）
５

５
ＴＯＰ　ＰＬ－９：ＨＴＢ　２－Ｍ１６

５
ＴＯＰ　ＰＬ－９：ＨＴＢ　２－Ｍ２０

Ｐ１５０ □　－　１５０　×　１５０　×　　６ ２ＰＬ－６：中ボルト　２－Ｍ１６（ヌイツケ） 内部補強　 φ－２７．　×２．
２ ３

５
Ｂ：ＰＬ－１２×３５０×３５０：Ａ，ＢＯＬＴ　４－Ｍ１６（Ｌ＝５００）：ザガネＰＬ－４　×６０□

ウェブ　Ｐ　＝　　５５１　　－　　６ ２　　－　Ｍ１６Ｈ　－　１５０　×　　７５　×　　５　×　　７

Ｄ：ＰＬ 設計・施工　標準図参照ＱＬ９９－５０－１２

ヤネブレース 大梁上フランジ下端に配置

Ｇ：ＰＬ－９　：　ＨＴＢ　１－Ｍ１６Ｍ１６　（Ｔ，Ｂ付） 持出梁上フランジ下端に配置

ｖ

２２ Ｂ：ＰＬ－１９×２４０×２４０：Ａ，ＢＯＬＴ　２－Ｍ２０（Ｌ＝６００）：ザガネＰＬ－４　×６０□

Ｈ　－　１９４　×　１５０　×　　６　×　　９

Ｈ　－　２００　×　１００　×　　５　　×　８
５ｇＣ

ｇＣ

２０

１９

Ｅ　　　Ｗ

Ｅ　　　Ｗ

ウェブ　Ｐ　＝　　９０１　　－　　９ ３　　－　Ｍ２０Ｈ　－　４００　×　２００　×　　８　×　１３ｇ４０

ｇＣ ３５ ウェブ　Ｐ　＝　　９０２　　－　　９ ３　　－　Ｍ２０４　　－　Ｍ２０ ２　　－　　６Ｈ　－　３５０　×　１７５　×　　７　×　１１

ｇＣ ５０ Ｈ　－　５００　×　２００　×　１０　×　１６

Ｅ　　　Ｗ

Ｅ　　　Ｗ

Ｍ２０　（Ｔ，Ｂ付） Ｇ：ＰＬ－９　：　ＨＴＢ　１－Ｍ２０

ササラ　［　－　２００×９０×８×１３
５

屋外階段 鉄骨詳細図参照

Ｇ：ＰＬ－９　：　ＨＴＢ　１－Ｍ１６階段部垂直ブレース

５
段板　Ｃ，ＰＬ－４　　（曲げ加工）階段束上げ材・階段方杖材もササラ同材とする

Ｍ１６　（必要ならＴ，Ｂ施す）

Ｇ：ＰＬ－９　：　ＨＴＢ　１－Ｍ１６Ｍ１６　（Ｔ，Ｂ付）

小庇ブレース

大庇ブレース ｖ材梁上フランジ下端に配置

角パイプの端開口部は　ＰＬ－３．２　以上にて小口塞ぎを行う事。特　記　事　項

中ボルト使用部位には、スプリングワッシャにて戻り止めを併用する事

特記無きウェブＰは、フランジＰと同じとする。

ＰＰ

３　孔あけ加工は，ドリル加工法とする。

ボルト　ノ　ピッチ　　端あき　縁あき　　（セン断，手動ガス切断）

２４．０３８

３４

２８ ０１８．

０

穴　径最少端あき 最少縁あきフランジピッチ呼　称

Ｍ２２ ６０

２２．

ｅ２

４０

Ｐ ｅ１

６０

６０Ｍ１６
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Ｈ型鋼　大梁　継手表

フランジ継手 ウエブ継手

４０

４０
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１５０
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１１０

１　使用鋼材　　　ＳＮ４００Ｂ　（取付部材の高位の材種）

ＳＳＢＯＸ受け 上下
２

□－１００×１００×３
２

梯子加工 鉄骨詳細図参照

ガイドレール受けは
２

□－１００×１００×３ とし、間柱に取り付ける

Ｂ：ＰＬ－１２×１８０×２４０：Ａ，ＢＯＬＴ　２－Ｍ１６（Ｌ＝５００）：ザガネＰＬ－４　×６０□

Ｂ：ＰＬ－１６×２００×２４０：Ａ，ＢＯＬＴ　２－Ｍ１６（Ｌ＝５００）：ザガネＰＬ－４　×６０□

既製品庇を取り付ける部分の大梁下部には、ＰＬ－９＠６００にて補強する（形状等は意匠図参照）

▽ Ｇ　Ｌ ▽ Ｇ　Ｌ

Ｃ－１００×５０×２０×３　＠６００

１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画 令和６年２月
基礎・スラブ・地中梁・鉄骨部材リスト

A1:1/50
A3:1/100
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※外部巾木が、鉄骨柱材等と干渉する場合は、スタイロ等により干渉しないようにする。

西南出張所整備工事(建築工事)



旭化成ベ－スパック
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D:PL向きと直行する場合は
250幅のフラッシングを使用する。
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意匠図の納まりより、若干の変更は許容する

通しC-100×50×20×3.2
通しC-100×50×20×3.2

内DIA,PL-16

内DIA,PL-16

DIA,PL-16×300□
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G,PL-9

G,PL-9

HTB 1-M20

HTB 1-M20

ﾘﾌﾞPL-9

HTB 3-M16
PL-9

2-PL-6（曲げ加工）
中ボルト 2-M16
（ぬいつけ）

内部パイプ補強 φ-27.2×2.3

HTB 2-M16
PL-9

HTB 2-M16
PL-9（曲げ加工）

中ボルト 2-M16
PL-9
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（ル－ズ孔）

HTB 2-M16
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（ぬいつけ）
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内部パイプ補強
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HTB 3-M20

PL-9
HTB 3-M20

（片側交互配置）

SSBOX

HTB 2-M16
PL-9（曲げ加工）

座金PL-4.5×60×60

A,BOLT 2-M16(DN)L=500

BASE PL-12×240×180

ＳＣ １ ： ３０

柱と大梁の仕口部ダイヤフラムPLの厚みは、取り合う剛接合梁のフランジ最大外縁に+6mm以上とする。

大梁等の剛JOINT PL:HTBは、鉄骨部材リストを参照とする。

〃         の出寸法は、PL厚が28mm未満は柱面から25mm出たサイズとする。

鉄骨詳細図 ･１

エンドタブの長さ

エンドタブ

Ｔ
１

Ｌ

注２････エンドタブは、母材と同厚･同開先･同材質とする。

※ フラックス･タブ にても可

ア-ク手溶接

ガスシ-ルド半自動溶接

サブマ-ジア-ク自動溶接

グラインダ-仕上げとする。

L = 35mm

L = 38mm

L = 70mm

且つ 3t1 とする。

注１････エンドタブは、5～10㍉残してガス切断し、

L1 L1

G
T1≦32 の場合は L1=35

側寄せ梁,仕口部内ダイヤフラム付きにおける柱ア-ル部逃げ寸法

内DIA PL

3
3

１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当
Project

Scale

Date Title No.

一級建築士　第227535号　生川　昌毅三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所

アイ・エス建築企画 令和６年２月
鉄骨詳細図・1
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A3:1/60
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西南出張所整備工事(建築工事)
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鉄骨詳細図 ･２ ＳＣ １ ： ３０

C-100×50×20×3.2@600(梯子加工)
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構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀
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アイ・エス建築企画 令和６年２月
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※ササラ上に手すり取付用のさや管の取付を必要とする。詳細は、意匠図A-15図に依る
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